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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　空気を吸い込んで吹き出す送風手段と、
　前記送風手段で空気が吹き出される第１の吹出口と、
　前記送風手段で空気が吹き出される第２の吹出口と、
　前記第１の吹出口から吹き出される空気の吹き出し方向を切り替える風向切替手段と、
　前記送風手段で吹き出される空気を清浄する機能因子を放出する空気清浄手段と、
　前記空気清浄手段から放出される機能因子の量及び前記空気清浄手段から放出された機
能因子を含む空気の吹き出し方向が設定される制御手段とを備え、
　前記制御手段は、前記第１の吹出口と前記第２の吹出口から空気を吹き出すと共に、前
記空気清浄手段から放出された機能因子を含む空気の前記第１の吹出口からの吹き出し方
向が広げられるクリーン乾燥モード、及び、前記第１の吹出口から空気を吹き出すと共に
、機能因子を含む空気の前記第１の吹出口からの吹き出し方向が集中されるスポット脱臭
モードを備え、
　前記スポット脱臭モードでは、前記クリーン乾燥モードと比較して、前記空気清浄手段
から放出される機能因子の量を多くする
　ことを特徴とする送風装置。
【請求項２】
　前記送風手段で前記第１の吹出口から吹き出される空気を加熱する加熱手段を備え、
　前記制御手段は、前記クリーン乾燥モードでは、前記空気清浄手段で機能因子を発生さ
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せるタイミングで前記加熱手段を停止または出力を低下させる
　ことを特徴とする請求項１に記載の送風装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記空気清浄手段から放出された機能因子を含む空気の吹き出し方向
が設定される運転モードを選択する操作手段を備えた
　ことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の送風装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、浴室等に設置され、温風あるいは室温に応じた空気を吹き出す送風装置に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、浴室等の天井に設置され、温風あるいは室温に応じた空気を吹き出して、室
内の暖房、室内にある被乾燥物の乾燥等の機能を実現した送風装置が提案されている。こ
のような送風装置は、室内の空気を屋外に排気する換気の機能を持つものも多く、浴室換
気乾燥暖房機と称されている。
【０００３】
　浴室換気乾燥暖房機は、空気の吹出口をフロントパネルの下面に備え、吹出口が浴室内
に面するように、浴室の天井に設置される。浴室換気乾燥暖房機では、イオンを発生させ
て浴室に供給する技術が提案されている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第４３３０３３５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　浴室換気乾燥暖房機では、イオンを含む空気の吹き出し方向が固定され、空気清浄の効
果が十分に得られるとは言えない。
【０００６】
　本発明は、このような課題を解決するためになされたもので、空気清浄効果を高めるこ
とが可能な送風装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した課題を解決するため、本発明は、空気を吸い込んで吹き出す送風手段と、送風
手段で空気が吹き出される第１の吹出口と、送風手段で空気が吹き出される第２の吹出口
と、第１の吹出口から吹き出される空気の吹き出し方向を切り替える風向切替手段と、送
風手段で吹き出される空気を清浄する機能因子を放出する空気清浄手段と、空気清浄手段
から放出される機能因子の量及び空気清浄手段から放出された機能因子を含む空気の吹き
出し方向が設定される制御手段とを備え、制御手段は、第１の吹出口と第２の吹出口から
空気を吹き出すと共に、空気清浄手段から放出された機能因子を含む空気の第１の吹出口
からの吹き出し方向が広げられるクリーン乾燥モード、及び、第１の吹出口から空気を吹
き出すと共に、機能因子を含む空気の第１の吹出口からの吹き出し方向が集中されるスポ
ット脱臭モードを備え、スポット脱臭モードでは、クリーン乾燥モードと比較して、空気
清浄手段から放出される機能因子の量を多くする送風装置である。

【０００８】
　本発明では、空気清浄手段から放出される機能因子の量と、送風手段で吹き出される空
気の吹き出し方向を連動させることで、空気清浄動作が最適化される。
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【発明の効果】
【０００９】
　本発明では、空気清浄効果を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】第１の実施の形態の浴室換気乾燥暖房機の一例を示す構成図である。
【図２】第１の実施の形態の浴室換気乾燥暖房機の一例を示す構成図である。
【図３】第１の実施の形態の浴室換気乾燥暖房機の設置例を示す構成図である。
【図４】第１の実施の形態の浴室換気乾燥暖房機の制御機能の一例を示すブロック図であ
る。
【図５】運転モード選択情報の一例を示す説明図である。
【図６】第１の実施の形態の浴室換気乾燥暖房機における浴室内の空気の流れを示す動作
説明図である。
【図７】第２の実施の形態の浴室換気乾燥暖房機の一例を示す構成図である。
【図８】第２の実施の形態の浴室換気乾燥暖房機の一例を示す構成図である。
【図９】第２の実施の形態の浴室換気乾燥暖房機の一例を示す構成図である。
【図１０】第２の実施の形態の浴室換気乾燥暖房機の制御機能の一例を示すブロック図で
ある。
【図１１】運転モード選択情報の他の例を示す説明図である。
【図１２】第２の実施の形態の浴室換気乾燥暖房機における浴室内の空気の流れを示す動
作説明図である。
【図１３】吹出方向変更部材の一例を示す説明図である。
【図１４】電動ルーバの変形例を示す斜視図である。
【図１５】電動ルーバの動作例を示す説明図である。
【図１６】吹出口及び電動ルーバの配置例を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、図面を参照して、本発明の送風装置としての浴室換気乾燥暖房機の実施の形態に
ついて説明する。
【００１２】
　＜第１の実施の形態の浴室換気乾燥暖房機の構成例＞
　図１及び図２は、第１の実施の形態の浴室換気乾燥暖房機の一例を示す構成図で、図１
は、浴室換気乾燥暖房機の内部構成を示す側面図、図２は、下面側から見た平面図である
。また、図３は、第１の実施の形態の浴室換気乾燥暖房機の設置例を示す構成図である。
【００１３】
　第１の実施の形態の浴室換気乾燥暖房機１Ａは、循環換気ファン２Ａを有した本体部３
Ａが、フロントパネル４Ａを露出させた形態で、浴室１００の天井に取り付けられる。
【００１４】
　浴室換気乾燥暖房機１Ａは、空気を吸い込んで吹き出す循環換気ファン２Ａで、浴室１
００内の空気が吸い込まれる循環換気吸込口２０Ａと、ヒータ５を有して温風が吹き出さ
れる吹出口２１Ａを備える。
【００１５】
　また、浴室換気乾燥暖房機１Ａは、循環換気ファン２Ａで循環換気吸込口２０Ａから吸
い込んだ空気を室外に排気する換気吹出口２３Ａを備える。更に、浴室換気乾燥暖房機１
Ａは、吹出口２１Ａと換気吹出口２３Ａとの間で風路を切り替える風路切替ダンパ６Ａを
備える。
【００１６】
　循環換気ファン２Ａは、多翼の羽根車２５Ａと、羽根車２５Ａを駆動する循環換気ファ
ンモータ２６Ａと、風路を形成する循環換気ファンケース２７Ａを備える。羽根車２５Ａ
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は、循環換気ファンモータ２６Ａに駆動されて回転することで、内側から外周側へと遠心
方向に吹き出される空気の流れを発生させる。
【００１７】
　循環換気ファンケース２７Ａは、羽根車２５Ａの外周に沿った円形の部位と、羽根車２
５Ａの接線方向に沿った部位を組み合わせた形状で、羽根車２５Ａの遠心方向に吹き出さ
れる空気を整流して、羽根車２５Ａの接線方向に沿って吹き出される空気の流れを発生さ
せる。
【００１８】
　循環換気ファン２Ａは、浴室換気乾燥暖房機１Ａが所定の設置場所である浴室の天井に
設置された状態で、羽根車２５Ａの回転軸の向きが上下方向に沿った配置で構成される。
【００１９】
　これにより、循環換気ファン２Ａは、羽根車２５Ａの回転軸に沿った下方から吸い込ん
だ空気を、羽根車２５Ａの接線方向に吹き出す吹出風路２８Ａが、循環換気ファンケース
２７Ａにより形成される。
【００２０】
　循環換気ファン２Ａは、循環換気ファンケース２７Ａの下面に、空気が吸い込まれる循
環換気吸込口２０Ａを備える。また、循環換気ファン２Ａは、循環換気ファンケース２７
Ａの下面に、ヒータ５を駆動することで加熱された空気、あるいは、ヒータ５を非駆動と
することで浴室１００内の温度に応じた空気が吹き出される吹出口２１Ａを備える。
【００２１】
　更に、循環換気ファン２Ａは、循環換気ファンケース２７Ａの側面に、室外へ空気が吹
き出される換気吹出口２３Ａを備える。
【００２２】
　循環換気吸込口２０Ａは、羽根車２５Ａの回転軸に沿った下方に、ベルマウスと称され
る円形の開口を設けて構成される。吹出口２１Ａは、循環換気ファンケース２７Ａによる
空気の吹出方向に沿った辺を短辺とした長方形の開口を、吹出風路２８Ａの下面に設けて
構成される。
【００２３】
　循環換気ファンケース２７Ａで構成される吹出風路２８Ａは、吹出口２１Ａが設けられ
る部位で広げられ、換気吹出口２３Ａが設けられる部位で狭められる。吹出口２１Ａは、
循環換気ファンケース２７Ａによる空気の吹出方向に沿った辺に対して交差する長辺が、
本体部３Ａの幅方向の長さに合わせられる。
【００２４】
　浴室換気乾燥暖房機１Ａは、吹出口２１Ａに電動ルーバ２４を備える。電動ルーバ２４
は風向切替手段の一例で、図示しないモータ等の駆動手段で整流板２４ａが駆動されるこ
とで、吹出口２１Ａから吹き出される空気の吹き出し方向が切り替えられる。
【００２５】
　本例では、整流板２４ａを図１に実線で示す向きとすることで、図３（ａ）に示すラン
ドリパイプ１０５に沿った方向に空気の吹き出し方向が広げられる。ランドリパイプ１０
５に沿った方向に広げて空気を吹き出す設定を「ワイド」と称す。
【００２６】
　また、整流板２４ａを図１に破線で示す向きとすることで、ランドリパイプ１０５に沿
った特定の方向に空気の吹き出し方向が集中される。ランドリパイプ１０５に沿った特定
の方向に空気を吹き出す設定を「スポット」と称す。なお、図３（ｂ）に示すランドリパ
イプ１０５と直交する方向に空気の吹き出し方向が切り替えられる構成を付加しても良い
。
【００２７】
　風路切替ダンパ６Ａは風路開閉手段の一例で、循環換気ファンケース２７Ａの下面に設
けられる吹出口２１Ａと、循環換気ファンケース２７Ａの側面に設けられる換気吹出口２
３Ａとの間に、回転による開閉動作の軸６０Ａが設けられる。
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【００２８】
　風路切替ダンパ６Ａは、図示しないダンパモータの駆動力が伝達され、軸６０Ａを支点
に回転して吹出口２１Ａと、換気吹出口２３Ａとの開閉動作を行う。
【００２９】
　浴室換気乾燥暖房機１Ａでは、風路切替ダンパ６Ａの位置を、図１に実線で示すように
換気吹出口２３Ａを閉じる循環位置とすると、吹出口２１Ａが開いて、循環換気吸込口２
０Ａから吹出口２１Ａへ連通した循環風路が形成される。
【００３０】
　また、浴室換気乾燥暖房機１Ａでは、風路切替ダンパ６Ａの位置を、図１に一点鎖線で
示すように吹出口２１Ａを閉じる換気位置とすると、換気吹出口２３Ａが開いて、循環換
気吸込口２０Ａから換気吹出口２３Ａへ連通した換気風路が形成される。
【００３１】
　更に、浴室換気乾燥暖房機１Ａでは、風路切替ダンパ６Ａの位置を、図１に破線で示す
循環位置と換気位置の間の循環換気位置とすると、吹出口２１Ａと換気吹出口２３Ａの双
方が開いて、循環風路と換気風路の双方が形成される。
【００３２】
　これにより、浴室換気乾燥暖房機１Ａでは、１つの循環換気ファン２Ａで、浴室１００
内の空気を吸い込み、吸い込んだ空気を浴室１００内に吹き出す動作、吸い込んだ空気を
室外に排気する動作、吸い込んだ空気の一部を浴室１００内に吹き出し、残部を室外に排
気する動作が行われる。
【００３３】
　ヒータ５は加熱手段の一例で、本例ではＰＴＣヒータが吹出口２１Ａに取り付けられ、
吹出口２１Ａで加熱空気吹出風路が形成される。
【００３４】
　ヒータ５が駆動されて通電されると、ヒータ５が加熱されることで吹出口２１Ａを通る
空気が加熱され、吹出口２１Ａから温風が吹き出される。ここで、ヒータ５は、棒状のヒ
ータ部材に長手方向に沿って多数のフィンが取り付けられた構成で、フィンが並ぶ方向を
、吹出口２１Ａの長手方向に沿った向きとして吹出口２１Ａに取り付けられる。
【００３５】
　また、吹出口２１Ａの短手方向の幅は、２本のヒータ５が並べて取り付けられる長さを
有し、本例では、２本のヒータ５が吹出口２１Ａの短手方向に並べて取り付けられる。な
お、ヒータ５の本数は例えば電源電圧等に応じて設定され、１本のヒータ５が取り付けら
れる構成でも良い。また、本例では、加熱手段として電気により駆動されるヒータ５を例
に説明したが、温水による熱交換器等のヒータでも良い。
【００３６】
　浴室換気乾燥暖房機１Ａは、ヒータ５の上流側にイオン発生器１０を備える。イオン発
生器１０は機能因子を放出する空気清浄手段の一例で、風路切替ダンパ６Ａを循環位置あ
るいは循環換気位置とすることで形成される循環風路にイオン放出面が露出する。
【００３７】
　イオン発生器１０は、正イオンと負イオンの両方あるいは負イオンを発生する。正イオ
ンと負イオンの発生の原理は、コロナ放電により空気中の酸素ないしは水分が電離により
エネルギーを受けてイオン化し、Ｈ+（Ｈ2Ｏ）m（ｍは任意の自然数）と、Ｏ2

-（Ｈ2Ｏ）

n（ｎは任意の自然数）が主体のイオンを放出するものである。
【００３８】
　これらＨ+（Ｈ2Ｏ）m及びＯ2

-（Ｈ2Ｏ）nは、浮遊菌の表面に付着し、化学反応して活
性種であるＨ2Ｏ2または・ＯＨを生成する。Ｈ2Ｏ2または・ＯＨは、極めて強力な活性を
示すため、これらにより、空気中の浮遊細菌を取り囲んで除去することができる。ここで
、・ＯＨは活性種の１種であり、ラジカルのＯＨを示している。
【００３９】
　これにより、浴室換気乾燥暖房機１Ａで循環換気ファン２Ａの運転と連動させて略同数
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の正イオンと負イオンを発生させ、略同数の正イオンと負イオンを含む空気を送風するこ
とで、循環する空気に含まれる浮遊細菌と浴室の空気中の浮遊細菌の双方を除去して、カ
ビの発生等を抑えることができる。尚、イオン発生器１０によるイオンの発生は負イオン
のみでも良く、コロナ放電ではなく、他の方法でも良い。更に、循環する空気に含まれる
浮遊細菌と浴室の空気中の浮遊細菌の双方を除去する手段として、イオンではなく、他の
空気処理手段であっても良い。また、空気清浄手段は、銀イオンや、脱臭及び除菌を行う
薬剤や、保湿効果を促す薬剤等を噴霧させる噴霧手段等を用いても良く、空気中の浮遊細
菌や衣類等に付着した細菌の増殖を抑制するものや、細菌を除去するもの、また、保湿効
果を持った機能因子を放出するようなもの等、空気に特定の機能を付与する空気処理手段
であれば、如何なる形態のものであっても良い。
【００４０】
　本体部３Ａは、循環換気ファンケース２７Ａを構成する本体シャーシ３０Ａと、本体シ
ャーシ３０Ａを覆う金属ケース３１Ａを備える。本体シャーシ３０Ａは樹脂材料で構成さ
れ、金属ケース３１Ａで覆われる循環換気ファンケース２７Ａと、本体部３Ａの下端の周
縁から外側に突出するフランジ部３２Ａが、一体で構成される。
【００４１】
　本体シャーシ３０Ａは、金属ケース３１Ａから露出した下面に下カバー３３Ａが取り付
けられる。循環換気ファン２Ａは、循環換気吸込口２０Ａと、吹出口２１Ａが下カバー３
３Ａに設けられる。
【００４２】
　金属ケース３１Ａは、循環換気ファン２Ａの換気吹出口２３Ａに対向して開口が設けら
れ、換気吹出口２３Ａと連通した排気ダクトジョイント３４Ａが側面に取り付けられる。
【００４３】
　浴室換気乾燥暖房機１Ａは、本体部３Ａの下面にフロントパネル４Ａが取り付けられる
。フロントパネル４Ａは、循環換気ファン２Ａの循環換気吸込口２０Ａに対向した下面を
開口して吸込口グリル４０Ａが形成される。
【００４４】
　また、フロントパネル４Ａは、循環換気ファン２Ａの吹出口２１Ａに対向した下面を開
口して吹出口グリル４１Ａが形成される。
【００４５】
　吹出口グリル４１Ａは、本体部３Ａの一の辺に沿った方向の長さを長くした長方形の開
口で構成される。吹出口グリル４１Ａは、長手方向に沿って空気が吹き出されるように、
整流板が設けられる。
【００４６】
　浴室換気乾燥暖房機１Ａは、循環換気吸込口２０Ａに温度センサ７を備える。温度セン
サ７は環境把握手段の一例で、循環換気吸込口２０Ａから吸い込まれる空気の温度を検出
することで、浴室１００の温度が検出される。
【００４７】
　＜第１の実施の形態の浴室換気乾燥暖房機の設置例＞
　次に、各図を参照して、第１の実施の形態の浴室換気乾燥暖房機１Ａの設置例について
説明する。
【００４８】
　浴室換気乾燥暖房機１Ａは、図３に示すように、浴室１００の天井パネル１０１に設置
される。浴室１００の天井パネル１０１には、浴室換気乾燥暖房機１Ａの本体部３Ａが取
り付けられる開口部が形成され、浴室換気乾燥暖房機１Ａは、例えば、フランジ部３２Ａ
が図示しないネジで補強部材に固定される形態で、天井パネル１０１に取り付けられる。
【００４９】
　そして、浴室換気乾燥暖房機１Ａは、本体部３Ａの下面にフロントパネル４Ａが取り付
けられ、フロントパネル４Ａの吸込口グリル４０Ａと吹出口グリル４１Ａが、浴室１００
内に面して配置される。
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【００５０】
　浴室１００の天井パネル１０１に設置された浴室換気乾燥暖房機１Ａは、本体部３Ａの
排気ダクトジョイント３４Ａに排気ダクト１０２が取り付けられる。排気ダクト１０２は
、浴室１００が設置される図示しない建物の外壁に取り付けられる屋外グリル１０２ａと
接続され、浴室換気乾燥暖房機１Ａは、排気ダクト１０２を介して屋外とつながっている
。
【００５１】
　浴室１００は、浴槽１０３と洗い場１０４を備える。浴槽１０３は一般的に長方形であ
り、浴槽１０３と洗い場１０４は、浴槽１０３の短手方向に沿って並んでいる。
【００５２】
　浴室１００は、浴槽１０３の上部に物干し部材であるランドリパイプ１０５を備える。
ランドリパイプ１０５は、浴槽１０３の長手方向に沿って延び、浴室１００の対向する壁
面１０６ａ，１０６ｂ間に取り付けられる。
【００５３】
　なお、浴室１００に設置されるランドリパイプ１０５の本数は、１本または２本程度で
あり、本例では、１本のランドリパイプ１０５が配置された例を示す。また、物干し部材
は、洗濯物等の被乾燥物が乾燥できるようになっていれば、パイプ状の部材に限らず、紐
状であっても良く、他のものであっても良い。
【００５４】
　浴室換気乾燥暖房機１Ａは、吹出口グリル４１Ａの長手方向の向きが、ランドリパイプ
１０５の長手方向に対して直交する向きで、浴槽１０３の上部に設置される。これにより
、浴室換気乾燥暖房機１Ａでは、吹出口グリル４１Ａから吹き出される空気は、主にラン
ドリパイプ１０５と直交する方向に広がる。
【００５５】
　また、吹出口グリル４１Ａから吹き出される空気は、整流板２４ａを図１に実線で示す
向きとすることで、ランドリパイプ１０５に沿った方向に広げられる。また、整流板２４
ａを図１に破線で示す向きとすることで、ランドリパイプ１０５に沿った特定の方向に集
中される。
【００５６】
＜第１の実施の形態の浴室換気乾燥暖房機の制御機能例＞
　図４は、第１の実施の形態の浴室換気乾燥暖房機の制御機能の一例を示すブロック図で
ある。浴室換気乾燥暖房機１Ａは、ＣＰＵやメモリ等で構成される制御部８１Ａに、図１
等で説明した循環換気ファンモータ２６Ａと、風路切替ダンパ６Ａを駆動するダンパモー
タ６１Ａと、ヒータ５と、温度センサ７と、イオン発生器１０と、電動ルーバ２４の整流
板２４ａを駆動するルーバモータ２４Ｍと、操作部８２等が接続される。操作部８２は操
作手段の一例で、例えば浴室換気乾燥暖房機１Ａの本体と独立したリモートコントロール
装置で、浴室１００に隣接する洗面脱衣所の壁面等に取り付けられる。
【００５７】
　制御部８１Ａは制御手段の一例で、図示しないメモリ等に格納されたプログラムよって
例えば乾燥運転モード、暖房運転モード、換気運転モード及び涼風運転モードを実行する
。本例の浴室換気乾燥暖房機１Ａでは、クリーン乾燥モードとスポット脱臭モードと機内
クリーンモードとスキンケアモードを備える。これら運転モードは、乾燥運転モードが選
択されると、選択可能に構成されていても良いし、他の運転モードとは独立して選択可能
に構成されていても良い。
【００５８】
　これら運転モードは、入浴者等の利用者が操作部８２を操作すること等により選択され
る。制御部８１Ａは、選択された運転モードを実行するプログラムに基づき、循環換気フ
ァンモータ２６Ａを駆動して、循環換気ファン２Ａのファン回転数を制御する。また、ヒ
ータ５を駆動してヒータ５の出力を制御する。更に、ダンパモータ６１Ａを制御して風路
切替ダンパ６Ａの開度を制御する。また、イオン発生器１０を駆動して、イオンの発生の
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有無、発生量を制御する。更に、ルーバモータ２４Ｍを駆動して、吹出口２１Ａから吹き
出される空気の吹き出し方向を制御する。
【００５９】
　浴室換気乾燥暖房機１Ａでは、循環換気ファン２Ａのファン回転数を制御することで、
吹出口２１Ａから吹き出される空気の風量が制御される。また、ヒータ５の出力を制御す
ることで、吹出口２１Ａから吹き出される空気の温度が制御される。更に、風路切替ダン
パ６Ａの開度を制御することで、空気が吹き出される風路、各風路における風量が制御さ
れる。
【００６０】
　浴室換気乾燥暖房機１Ａでは、操作部８２での操作等に基づく運転モード選択情報を取
得する。浴室換気乾燥暖房機１Ａでは、取得した運転モード選択情報に基づき、吹出口２
１Ａから吹き出される空気の風量、吹出口２１Ａから吹き出される空気の温度、イオンの
放出の有無、イオンの放出量、空気の吹き出し方向等、浴室換気乾燥暖房機１Ａの出力が
制御される。
【００６１】
　浴室換気乾燥暖房機１Ａでは、クリーン乾燥モード、スポット脱臭モード、機内クリー
ンモード、あるいは、スキンケアモードが選択されると、空気の吹き出し方向と、イオン
の放出の有無と、イオンの放出量と、循環換気ファン２Ａのファン回転数と、ヒータ５の
出力等が予め設定される。また、浴室換気乾燥暖房機１Ａでは、温度センサ７で検出され
た浴室１００の温度情報に応じて、イオンの放出量と循環換気ファン２Ａのファン回転数
とヒータ５の出力等が予め設定される。
【００６２】
　図５は、運転モード選択情報の一例を示す説明図である。図５（ａ）に示す運転モード
選択情報２００Ａ1では、操作部８２で選択された選択運転モード情報２０１Ａに応じて
、空気の吹き出し方向設定情報２０２Ａと、イオン発生情報２０３Ａと、循環換気ファン
２Ａのファン回転数情報２０４Ａと、ヒータ５の出力情報２０５Ａが設定される。
【００６３】
　通常乾燥運転モードでは、イオンの放出を行わずに浴室１００及びランドリパイプ１０
５に掛けられた衣類等の被乾燥物を乾燥させるため、空気の吹き出し方向が、吹き出し方
向設定情報２０２Ａで「ワイド」に設定される。また、イオン発生器１０でのイオンの発
生が、イオン発生情報２０３Ａで「無」に設定される。更に、循環換気ファン２Ａのファ
ン回転数が、ファン回転数情報２０４Ａで「大」に設定され、ヒータ５の出力が、出力情
報２０５Ａで「大」に設定される。
【００６４】
　クリーン乾燥モードでは、イオンの放出を行いながら、ランドリパイプ１０５に掛けら
れた複数の衣類全体を乾燥させるため、空気の吹き出し方向が、吹き出し方向設定情報２
０２Ａで「ワイド」に設定される。また、イオン発生器１０でのイオンの発生が、イオン
発生情報２０３Ａで「間欠」に設定される。更に、循環換気ファン２Ａのファン回転数が
、ファン回転数情報２０４Ａで「大」に設定される。また、熱によるイオンの消失を抑制
するため、ヒータ５の出力が、イオンの発生と連動させて、出力情報２０５Ａで「大」と
「無」が繰り得される間欠運転に設定される。本例では、イオン発生器１０でイオンを発
生させるタイミングでは、ヒータ５を停止あるいは出力を低下させ、ヒータ５を駆動する
タイミングでは、イオン発生器１０でのイオンの発生を停止する。
【００６５】
　スポット脱臭モードでは、ランドリパイプ１０５に掛けられた少数の衣類に対してイオ
ンによる脱臭効果を得るため、空気の吹き出し方向が、吹き出し方向設定情報２０２Ａで
「スポット」に設定される。また、イオン発生器１０でのイオンの発生が、イオン発生情
報２０３Ａで「有」に設定される。更に、循環換気ファン２Ａのファン回転数が、ファン
回転数情報２０４Ａで「大」に設定され、ヒータ５の出力が、出力情報２０５Ａで「無」
に設定される。
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【００６６】
　機内クリーンモードでは、イオンを含む空気を浴室換気乾燥暖房機１Ａ内で循環させて
、循環換気ファン２Ａの洗浄を行うため、空気の吹き出し方向が、吹き出し方向設定情報
２０２Ａで「ワイド」に設定される。また、イオン発生器１０でのイオンの発生が、イオ
ン発生情報２０３Ａで「有」に設定される。更に、循環換気ファン２Ａのファン回転数が
、ファン回転数情報２０４Ａで「小」から「大」に切り替る設定とされ、ヒータ５の出力
が、出力情報２０５Ａで「無」に設定される。
【００６７】
　スキンケアモードでは、入浴者の発汗を促すため、浴室内に温風とイオンの吹き出しを
行う。熱によるイオンの消失を抑制するため、温風とイオンの吹き出しを所定時間毎に交
互に行う。あるいは、温度センサ７で検出された温度が所定温度以下であれば、温風を吹
き出し浴室内温度を上昇させる。温度センサ７で検出された温度が所定温度を超えると、
ヒータ５を停止あるいは出力を低下させ、イオンを放出する。温風での発汗作用と、イオ
ンの保湿、肌のキメを細かくする、つやを出す効果を併せ、スキンケアを行うことができ
る。
【００６８】
　スキンケアモードの中で、フェイスケアモードは、空気の吹き出し方向が、入浴者の主
に顔に向くように、吹き出し方向設定情報２０２Ａで「スポット」に設定される。また、
イオン発生器１０でのイオンの発生が、イオン発生情報２０３Ａで「間欠」に設定される
。更に、循環換気ファン２Ａのファン回転数が、ファン回転数情報２０４Ａで「小」に設
定される。また、熱によるイオンの消失を抑制するため、ヒータ５の出力が、イオンの発
生と連動させて、出力情報２０５Ａで「大」と「無」が繰り得される間欠運転に設定され
る。本例では、イオン発生器１０でイオンを発生させるタイミングでは、ヒータ５を停止
あるいは出力を低下させ、ヒータ５を駆動するタイミングでは、イオン発生器１０でのイ
オンの発生を停止する。
【００６９】
　スキンケアモードの中で、ボディケアモードは、空気の吹き出し方向が、入浴者の体全
体に向くように、吹き出し方向設定情報２０２Ａで「ワイド」に設定される。また、イオ
ン発生器１０でのイオンの発生が、イオン発生情報２０３Ａで「間欠」に設定される。更
に、循環換気ファン２Ａのファン回転数が、ファン回転数情報２０４Ａで「小」に設定さ
れる。また、ヒータ５の出力が、イオンの発生と連動させて、出力情報２０５Ａで「大」
と「無」が繰り得される間欠運転に設定される。ボディケアモードでも、フェイスケアモ
ードと同様に、イオン発生器１０でイオンを発生させるタイミングでは、ヒータ５を停止
あるいは出力を低下させ、ヒータ５を駆動するタイミングでは、イオン発生器１０でのイ
オンの発生を停止する。
【００７０】
　＜第１の実施の形態の浴室換気乾燥暖房機の動作例＞
　図６は、第１の実施の形態の浴室換気乾燥暖房機における浴室内の空気の流れを示す動
作説明図で、次に、各図を参照して、第１の実施の形態の浴室換気乾燥暖房機１Ａの動作
例について説明する。
【００７１】
　浴室換気乾燥暖房機１Ａは、乾燥運転モードが選択されると、図５（ａ）に示す運転モ
ード選択情報２００Ａ1で、選択運転モード情報２０１Ａに応じて、吹き出し方向設定情
報２０２Ａに基づき設定された風向となるようにルーバモータ２４Ｍを制御し、イオン発
生情報２０３Ａに基づきイオン発生器１０を駆動する。また、ファン回転数情報２０４に
基づき設定されたファン回転数となるように循環換気ファンモータ２６Ａを駆動して羽根
車２５Ａを回転させ、出力情報２０５Ａに基づき設定された出力となるようにヒータ５に
通電する。
【００７２】
　乾燥運転モードでは、風路切替ダンパ６Ａを図１に破線で示す循環換気位置とすること
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で、吹出風路２８Ａでは、循環換気吸込口２０Ａから吹出口２１Ａへ連通した循環風路と
、循環換気吸込口２０Ａから換気吹出口２３Ａへ連通した換気風路の双方が形成されてい
る。
【００７３】
　これにより、羽根車２５Ａが回転することで循環換気吸込口２０Ａから吸い込まれた浴
室１００の空気ＲＡの一部は、吹出口２１Ａへと流れる。また、循環換気吸込口２０Ａか
ら吸い込まれた浴室１００の空気の残部は、換気吹出口２３Ａへと流れ、排気ダクト１０
２を通り屋外グリル１０２ａから排気ＥＡとして屋外へ排気される。
【００７４】
　通常乾燥運転モードでは、空気の吹き出し方向が、吹き出し方向設定情報２０２Ａで「
ワイド」に設定される。また、イオン発生器１０でのイオンの発生が、イオン発生情報２
０３Ａで「無」に設定される。更に、循環換気ファン２Ａのファン回転数が、ファン回転
数情報２０４Ａで「大」に設定され、ヒータ５の出力が、出力情報２０５Ａで「大」に設
定される。
【００７５】
　これにより、通常乾燥運転モードでは、吹出口２１Ａに流れる空気は、ヒータ５によっ
て加熱されることで、フロントパネル４Ａの吹出口グリル４１Ａから、ランドリパイプ１
０５に沿った方向に広がるように温風ＨＡが吹き出される。
【００７６】
　よって、乾燥運転モードでは、ランドリパイプ１０５に掛けられた衣類等の被乾燥物に
対して温風を当てて乾燥させることができると共に、浴室１００内の湿気を含む空気を屋
外へ排気し、洗面脱衣所等の空気取り込む換気を行って、乾燥を促進することができる。
【００７７】
　クリーン乾燥モードでは、空気の吹き出し方向が、吹き出し方向設定情報２０２Ａで「
ワイド」に設定される。また、イオン発生器１０でのイオンの発生が、イオン発生情報２
０３Ａで「間欠」に設定される。更に、循環換気ファン２Ａのファン回転数が、ファン回
転数情報２０４Ａで「大」に設定される。また、熱によるイオンの消失を抑制するため、
ヒータ５の出力が、出力情報２０５Ａで「間欠」に設定される。
【００７８】
　これにより、クリーン乾燥モードでは、イオンを含む非加熱の空気と温風ＨＡが、図６
（ａ）に示すように、フロントパネル４Ａの吹出口グリル４１Ａから、ランドリパイプ１
０５に沿った方向に広がるように、所定の時間毎に交互に吹き出される。
【００７９】
　イオン発生器１０で発生させるイオンは、熱により減少する。そこで、クリーン乾燥モ
ードでは、イオン発生時にはヒータ５の駆動を停止あるいは出力を低下させ、イオンの減
少を抑制し、かつ、イオンの発生の有無の切り替えと連動してヒータ５を駆動することで
、衣類に温風を当てられるようにする。
【００８０】
　そして、イオンを含む空気及び温風の吹き出し方向を、ランドリパイプ１０５に沿った
方向に広げることで、ランドリパイプ１０５に掛けられた衣類を乾燥させながら、イオン
を含む空気をランドリパイプ１０５に掛けられた複数の衣類全体に当たるようにして、衣
類に付着している菌の増殖を抑制して、脱臭効果を得ることができる。
【００８１】
　スポット脱臭モードでは、空気の吹き出し方向が、吹き出し方向設定情報２０２Ａで「
スポット」に設定される。また、イオン発生器１０でのイオンの発生が、イオン発生情報
２０３Ａで「有」に設定される。更に、循環換気ファン２Ａのファン回転数が、ファン回
転数情報２０４Ａで「大」に設定され、ヒータ５の出力が、出力情報２０５Ａで「無」に
設定される。
【００８２】
　これにより、スポット脱臭モードでは、イオンを含む非加熱の空気Ａが、図６（ｂ）に
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示すように、フロントパネル４Ａの吹出口グリル４１Ａから、ランドリパイプ１０５に沿
った特定の方向に集中して吹き出される。よって、スポット脱臭モードでは、ランドリパ
イプ１０５に掛けられた少数の衣類に対してイオンを含む空気を集中して当てることがで
き、イオンによる脱臭効果を得る。
【００８３】
　機内クリーンモードでは、空気の吹き出し方向が、吹き出し方向設定情報２０２Ａで「
ワイド」に設定される。また、イオン発生器１０でのイオンの発生が、イオン発生情報２
０３Ａで「有」に設定される。更に、循環換気ファン２Ａのファン回転数が、ファン回転
数情報２０４Ａで「小」から「大」に切り替る設定とされ、ヒータ５の出力が、出力情報
２０５Ａで「無」に設定される。
【００８４】
　機内クリーンモードでは、空気の吹き出し方向を広げながら、風量を抑えて運転を開始
することで、図６（ｃ）に示すように、フロントパネル４Ａの吹出口グリル４１Ａから吹
き出された空気Ａが浴室１００内で大きく循環せずに吸込口グリル４０Ａから直接的に吸
い込まれるショートサーキット称す状態を発生させることができる。
【００８５】
　これにより、イオンを含む空気Ａを循環換気ファン２Ａで吸い込んで、羽根車２５Ａ等
に付着している埃をイオンで除電することができる。そして、ファン回転数を上げること
で埃を剥離させ、風路切替ダンパ６Ａが循環換気位置にあるので、埃を屋外に排気するこ
とができる。なお、機内クリーンモードでは、フロントパネル４Ａの吹出口グリル４１Ａ
から吹き出される空気の向きを、吸込口グリル４０Ａ側に向くように、電動ルーバ２４が
制御されるようにしても良い。
【００８６】
　フェイスケアモードでは、空気の吹き出し方向が、吹き出し方向設定情報２０２Ａで「
スポット」に設定される。また、イオン発生器１０でのイオンの発生が、イオン発生情報
２０３Ａで「間欠」に設定される。更に、循環換気ファン２Ａのファン回転数が、ファン
回転数情報２０４Ａで「小」に設定される。また、熱によるイオンの消失を抑制するため
、ヒータ５の出力が、出力情報２０５Ａで「間欠」に設定される。
【００８７】
　これにより、フェイスケアモードでは、イオンを含む非加熱の空気と温風ＨＡが特定の
方向、本例では、入浴者の顔に向けて所定の時間毎に交互に吹き出される。フェイスケア
モードでは、図３に示す浴槽１０３に入った入浴者の顔にイオンを含む空気を当てること
を想定している。このため、フェイスケアモードでは、空気の吹き出し方向が浴槽１０３
側に設定される。また、操作部８２での操作で空気の吹き出し方向が浴槽１０３側に設定
されても良い。操作部８２と独立した操作部を浴室１００内に備え、この操作部で運転モ
ードの選択や空気の吹き出し方向の選択が行えるようにしても良く、浴室１００内での操
作で空気の吹き出し方向が浴槽１０３側に設定されても良い。また、浴室１００に人を検
出する人感センサを備え、人感センサで人を検出した浴槽１０３の方向に空気の吹き出し
方向が設定されても良い。
【００８８】
　イオン発生器１０で発生させるイオンは、熱により減少する。そこで、フェイスケアモ
ードでは、イオン発生時にはヒータ５の駆動を停止あるいは出力を低下させ、イオンの減
少を抑制し、かつ、イオンの発生の有無の切り替えと連動してヒータ５を駆動することで
、入浴者の顔に温風を当てられるようにする。
【００８９】
　これにより、温風での発汗作用と、イオンの保湿、肌のキメを細かくする、つやを出す
効果を併せ、フェイスケアを行うことができる。
【００９０】
　ボディケアモードでは、空気の吹き出し方向が、吹き出し方向設定情報２０２Ａで「ワ
イド」に設定される。また、イオン発生器１０でのイオンの発生が、イオン発生情報２０
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３Ａで「間欠」に設定される。更に、循環換気ファン２Ａのファン回転数が、ファン回転
数情報２０４Ａで「小」に設定される。また、熱によるイオンの消失を抑制するため、ヒ
ータ５の出力が、出力情報２０５Ａで「間欠」に設定される。
【００９１】
　これにより、ボディケアモードでは、イオンを含む非加熱の空気と温風ＨＡが特定の方
向、本例では、入浴者の体全身に向けて所定の時間毎に交互に吹き出される。ボディモー
ドでは、図３に示す洗い場１０４に居る入浴者の体全体にイオンを含む空気を当てること
を想定している。このため、ボディケアモードでは、空気の吹き出し方向が洗い場１０４
側に設定される。また、操作部８２での操作で空気の吹き出し方向が洗い場１０４側に設
定されても良い。操作部８２と独立して浴室１００内に備えた操作部での操作で空気の吹
き出し方向が洗い場１０４側に設定されても良い。また、浴室１００に人を検出する人感
センサを備え、人感センサで人を検出した洗い場１０４の方向に空気の吹き出し方向が設
定されても良い。
【００９２】
　ボディケアモードでも、イオン発生時にはヒータ５の駆動を停止あるいは出力を低下さ
せ、イオンの減少を抑制し、かつ、イオンの発生の有無の切り替えと連動してヒータ５を
駆動することで、入浴者の体全身に温風を当てられるようにする。
【００９３】
　これにより、温風での発汗作用と、イオンの保湿、肌のキメを細かくする、つやを出す
効果を併せ、ボディケアを行うことができる。
【００９４】
　図５（ｂ）に示す運転モード選択情報２００Ａ2では、操作部８２で選択された選択運
転モード情報２０１Ａに応じて、空気の吹き出し方向設定情報２０２Ａと、イオン発生情
報２０３Ａと、循環換気ファン２Ａのファン回転数情報２０４Ａと、ヒータ５の出力情報
２０５Ａに加え、イオン発生量情報２０６Ａが設定される。
【００９５】
　イオン発生器１０では、運転時間の経過と共に発生するイオンの量が減少することが知
られている。そこで、運転時間が長い運転モードに関しては、イオンの発生量を少なくし
、運転時間が短い運転モードに関しては、イオンの発生量を多くする。
【００９６】
　例えば、クリーン乾燥モードでは、多数の衣類の乾燥を行うため、奨励される運転時間
が長くかかる一方、スポット脱臭モードでは、少ない枚数の衣類にイオンを供給すれば良
いので、運転時間は短くて済む。このため、イオン発生量情報２０６Ａでは、クリーン乾
燥モードであればイオン発生量が「小」に設定され、スポット脱臭モードであればイオン
発生量が「大」に設定される。また、機内クリーンモードでも、運転時間は短くて済むこ
とから、イオン発生量が「大」に設定される。
【００９７】
　クリーン乾燥モードでは、イオンの発生量を減少させるため、電圧を印加する時間を間
引く、あるいは、印加する電圧を下げることで、電極の摩耗を遅らせることができる。ク
リーン乾燥モードでは、運転時間が長いので、イオンの発生量を減少させても、菌の増殖
を抑える効果を充分に得ることができる。また、運転モードに適したイオンの発生量を選
択可能とすることで、イオン発生器１０の電極の摩耗を抑制し、イオン発生器１０の長期
間に亘る使用が可能になる。これに対し、スポット脱臭モード及び機内クリーンモードで
は、イオンの発生量を多くすることで、短い運転時間であっても、菌の増殖を抑える効果
、除電により埃を除去する効果を充分に得ることができる。
【００９８】
　なお、イオン発生量の制御は、温度センサ７で検出された浴室１００から吸い込まれる
空気の温度情報に基づき行ってもよい。具体的には、クリーン乾燥モードにおいて、温度
センサ７で検出された温度が所定温度（閾値）を超えたら、ヒータ５の駆動を停止あるい
は出力を低下させるとともに、イオン発生器１０でイオンを発生させ、浴室内にイオンを
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含む風を送る。また、所定温度以下となるとヒータ５を駆動させるとともに、イオン発生
器１０からのイオン発生を停止させ、浴室内に温風を送ることで、熱によるイオンの消失
を抑制できる。なお、ヒータ５を非駆動とし、イオンを含む風を浴室内に送る際には、循
環風量を多くするよう、風路切替ダンパ６Ａの開度を制御しても良い。スキンケアモード
でも同様に、温度センサ７で検出された温度が所定温度（閾値）以下であれば、温風を吹
き出し浴室内温度を上昇させる。温度センサ７で検出された温度が所定温度を超えれば、
ヒータ５を停止あるいは出力を低下させ、イオンを放出する。
【００９９】
　浴室換気乾燥暖房機１Ａで実行される他の運転モードとしては、暖房運転モードでは、
風路切替ダンパ６Ａを図１に実線で示す循環位置にし、循環換気ファンモータ２６Ａを駆
動して羽根車２５Ａを回転させると共に、ヒータ５に通電する。
【０１００】
　暖房運転モードでは、風路切替ダンパ６Ａが循環位置にあるので、循環換気吸込口２０
Ａから吸い込まれた浴室１００の空気の略全量が、吹出口２１Ａへと流れる。暖房運転モ
ードでは、吹出口２１Ａに流れる空気は、ヒータ５によって加熱されることで、フロント
パネル４Ａの吹出口グリル４１Ａから温風が吹き出される。
【０１０１】
　これにより、暖房運転モードでは、浴室１００内の温度を入浴に適した温度に上昇させ
ることができ、快適な入浴環境を提供できる。
【０１０２】
　浴室換気乾燥暖房機１Ａは、循環換気運転モードでは、風路切替ダンパ６Ａを図１に破
線で示す循環換気位置にし、ヒータ５を非駆動として、循環換気ファンモータ２６Ａを駆
動して羽根車２５Ａを回転させる。ここで、上述した乾燥運転モードと循環換気運転モー
ドでは、循環換気運転モードの方が、屋外へ排気される風量である換気風量が多くなるよ
うに、風路切替ダンパ６Ａの開度を変更しても良い。
【０１０３】
　循環換気運転モードでは、風路切替ダンパ６Ａが循環換気位置にあるので、循環換気吸
込口２０Ａから吸い込まれた浴室１００の空気の一部は、吹出口２１Ａへと流れる。また
、循環換気吸込口２０Ａから吸い込まれた浴室１００の空気の残部は、換気吹出口２３Ａ
へと流れ、屋外へ排気される。
【０１０４】
　循環換気運転モードでは、吹出口２１Ａに流れる空気は、ヒータ５が非駆動であるので
、フロントパネル４Ａの吹出口グリル４１Ａから、室温に応じた空気が吹き出される。
【０１０５】
　これにより、循環換気運転モードでは、浴室１００内で空気を循環させると共に、浴室
１００内の空気の一部が屋外に排気されて換気が行われるので、湿気等を排出して、浴室
１００の各壁面、床面等の乾燥を促進することができる。
【０１０６】
　換気運転モードでは、風路切替ダンパ６Ａを図１に一点鎖線で示す換気位置にし、ヒー
タ５非駆動として、循環換気ファンモータ２６Ａを駆動して羽根車２５Ａを回転させる。
【０１０７】
　換気運転モードでは、風路切替ダンパ６Ａが換気位置にあるので、循環換気吸込口２０
Ａから吸い込まれた浴室１００の空気の略全量が換気吹出口２３Ａへと流れ、屋外へ排気
される。従って、換気運転モードでは、浴室１００内の湯気や湿気を排出して結露等を抑
制し、カビの発生を抑えることができる。
【０１０８】
　浴室換気乾燥暖房機１Ａでは、２４時間換気運転モードを備える。２４時間換気運転モ
ードは、浴室換気乾燥暖房機１Ａが設置された建物内の空気を、所定時間で換気できる風
量で上述した換気モードが常時実行される。従って、２４時間換気運転モードでは、室内
の空気を新鮮な空気に入れ替えることができる。
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【０１０９】
　＜第２の実施の形態の浴室換気乾燥暖房機の構成例＞
　図７～図９は、第２の実施の形態の浴室換気乾燥暖房機の一例を示す構成図で、図７は
、浴室換気乾燥暖房機の内部構成を示す側面図、図８は、下面側から見た平面図である。
また、図９はフロントパネルを取り付けた状態の平面図である。
【０１１０】
　第２の実施の形態の浴室換気乾燥暖房機１Ｂは、循環換気ファン２Ｂを有した本体部３
Ｂが、図３に示す設置形態と同様に、フロントパネル４Ｂを露出させた形態で、浴室１０
０の天井に取り付けられる。
【０１１１】
　浴室換気乾燥暖房機１Ｂは、空気を吸い込んで吹き出す循環換気ファン２Ｂで、浴室１
００内の空気が吸い込まれる循環換気吸込口２０Ｂと、ヒータ５を有して温風が吹き出さ
れる第１の吹出口２１Ｂと、浴室１００内の空気を攪拌する風を発生させる第２の吹出口
２２Ｂを備える。
【０１１２】
　また、浴室換気乾燥暖房機１Ｂは、循環換気ファン２Ｂで循環換気吸込口２０Ｂから吸
い込んだ空気を室外に排気する換気吹出口２３Ｂを備える。更に、浴室換気乾燥暖房機１
Ｂは、第１の吹出口２１Ｂ及び第２の吹出口２２Ｂと、換気吹出口２３Ｂとの間で風路を
切り替える風路切替ダンパ６Ｂを備える。また、浴室換気乾燥暖房機１Ｂは、第２の吹出
口２２Ｂを開閉する攪拌風路開閉ダンパ９Ｂを備える。
【０１１３】
　循環換気ファン２Ｂは、多翼の羽根車２５Ｂと、羽根車２５Ｂを駆動する循環換気ファ
ンモータ２６Ｂと、風路を形成する循環換気ファンケース２７Ｂを備える。循環換気ファ
ン２Ｂは、羽根車２５Ｂが循環換気ファンモータ２６Ｂに駆動されて回転することで遠心
方向に吹き出される空気を、循環換気ファンケース２７Ｂで整流して、羽根車２５Ｂの接
線方向に沿って吹き出される空気の流れを発生させる。
【０１１４】
　循環換気吸込口２０Ｂは、羽根車２５Ｂの回転軸に沿った下方に、ベルマウスと称され
る円形の開口を設けて構成される。第１の吹出口２１Ｂは、図２に示す吹出口２１Ａと同
様に、循環換気ファンケース２７Ｂによる空気の吹出方向に沿った辺を短辺とした長方形
の開口を、吹出風路２８Ｂの下面に設けて構成される。
【０１１５】
　第２の吹出口２２Ｂは、循環換気ファンケース２７Ｂによる空気の吹出方向に沿った辺
を短辺とした長方形の開口を、吹出風路２８Ｂの下面において、第１の吹出口２１Ｂに対
して循環換気吸込口２０Ｂの反対側に設けて構成される。
【０１１６】
　循環換気ファンケース２７Ｂで構成される吹出風路２８Ｂは、第１の吹出口２１Ｂ及び
第２の吹出口２２Ｂが設けられる部位で広げられ、換気吹出口２３Ｂが設けられる部位で
狭められる。
【０１１７】
　第１の吹出口２１Ｂと第２の吹出口２２Ｂは、循環換気ファンケース２７Ｂの下面に設
けられた風路形成枠体５０Ｂで構成される。第１の吹出口２１Ｂと第２の吹出口２２Ｂは
、風路形成枠体５０Ｂの内側に設けられる仕切り部材５１Ｂにより仕切られ、第１の吹出
口２１Ｂから吹き出される空気が通る加熱空気吹出風路と、第２の吹出口２２Ｂから吹き
出される空気が通る攪拌空気吹出風路が形成される。
【０１１８】
　第１の吹出口２１Ｂと第２の吹出口２２Ｂは、第１の吹出口２１Ｂから吹き出される空
気の風量が多く、第２の吹出口２２Ｂから吹き出される空気の風速が速くなるように、第
１の吹出口２１Ｂに対して第２の吹出口２２Ｂの開口が小さく構成される。
【０１１９】
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　本例では、第１の吹出口２１Ｂと第２の吹出口２２Ｂは、循環換気ファンケース２７Ｂ
による空気の吹出方向に沿った短辺が、第１の吹出口２１Ｂに対して第２の吹出口２２Ｂ
が短く構成される。また、第１の吹出口２１Ｂの長辺に対して第２の吹出口２２Ｂの長辺
が短く構成される。ここで、第１の吹出口２１Ｂと第２の吹出口２２Ｂの長辺は同じ長さ
であっても良い。
【０１２０】
　浴室換気乾燥暖房機１Ｂは、第１の吹出口２１Ｂに電動ルーバ２４を備える。電動ルー
バ２４は、図示しないモータ等の駆動手段で整流板２４ａが駆動されることで、第１の吹
出口２１Ｂから吹き出される空気の吹き出し方向が切り替えられる。
【０１２１】
　本例では、整流板２４ａを図７に実線で示す向きとすることで、図３（ａ）に示すラン
ドリパイプ１０５に沿った方向に空気の吹き出し方向が広げられる。ランドリパイプ１０
５に沿った方向に広げて空気を吹き出す設定を「ワイド」と称す。
【０１２２】
　また、整流板２４ａを図７に破線で示す向きとすることで、ランドリパイプ１０５に沿
った特定の方向に空気の吹き出し方向が集中される。ランドリパイプ１０５に沿った特定
の方向に空気を吹き出す設定を「スポット」と称す。なお、図３（ｂ）に示すランドリパ
イプ１０５と直交する方向に空気の吹き出し方向が切り替えられる構成を付加しても良い
。
【０１２３】
　風路切替ダンパ６Ｂは風路開閉手段の一例で、循環換気ファンケース２７Ｂの下面に設
けられる第１の吹出口２１Ｂ及び第２の吹出口２２Ｂと、循環換気ファンケース２７Ｂの
側面に設けられる換気吹出口２３Ｂとの間に、回転による開閉動作の軸６０Ｂが設けられ
る。
【０１２４】
　風路切替ダンパ６Ｂは、図示しないダンパモータの駆動力が伝達され、軸６０Ｂを支点
に回転して、第１の吹出口２１Ｂ及び第２の吹出口２２Ｂと、換気吹出口２３Ａとの開閉
動作を行う。
【０１２５】
　攪拌風路開閉ダンパ９Ｂは開閉手段の一例で、回転動作で第２の吹出口２２Ｂを開閉す
る。本例では、攪拌風路開閉ダンパ９Ｂの回転動作の軸が、風路切替ダンパ６Ｂの軸６０
Ｂと同軸上に配置される。攪拌風路開閉ダンパ９Ｂは、図示しないダンパモータの駆動力
が伝達され、軸６０Ｂを支点に回転して、第２の吹出口２２Ｂの開閉動作を行う。
【０１２６】
　浴室換気乾燥暖房機１Ｂでは、風路切替ダンパ６Ｂの位置を、図６に実線で示すように
換気吹出口２３Ｂを閉じる循環位置とすると、第１の吹出口２１Ｂ及び第２の吹出口２２
Ｂが開いて、循環換気吸込口２０Ｂから第１の吹出口２１Ｂ及び第２の吹出口２２Ｂへ連
通した循環風路が形成される。
【０１２７】
　また、浴室換気乾燥暖房機１Ｂでは、風路切替ダンパ６Ｂの位置を、図６に一点鎖線で
示すように第１の吹出口２１Ｂ及び第２の吹出口２２Ｂを閉じる換気位置とすると、換気
吹出口２３Ｂが開いて、循環換気吸込口２０Ｂから換気吹出口２３Ｂへ連通した換気風路
が形成される。
【０１２８】
　更に、浴室換気乾燥暖房機１Ｂでは、風路切替ダンパ６Ｂの位置を、図６に破線で示す
循環位置と換気位置の間の循環換気位置とすると、第１の吹出口２１Ｂ及び第２の吹出口
２２Ｂと、換気吹出口２３Ｂの双方が開いて、循環風路と換気風路の双方が形成される。
循環換気位置にある風路切替ダンパ６Ｂの開度が切り替えられ、換気吹出口２３Ｂから吹
き出される風量が変更可能に構成される。
【０１２９】
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　風路切替ダンパ６Ｂを循環位置あるいは循環換気位置として、攪拌風路開閉ダンパ９Ｂ
で第２の吹出口２２Ｂを開くと、第１の吹出口２１Ｂと第２の吹出口２２Ｂから空気が吹
き出される。また、風路切替ダンパ６Ｂを循環位置あるいは循環換気位置として、攪拌風
路開閉ダンパ９Ｂで第２の吹出口２２Ｂを閉じると、第１の吹出口２１Ｂから空気が吹き
出される。更に、攪拌風路開閉ダンパ９Ｂの開度によって、第２の吹出口２２Ｂから吹き
出される空気の風量が制御される。
【０１３０】
　これにより、浴室換気乾燥暖房機１Ｂでは、１つの循環換気ファン２Ｂで、浴室１００
内の空気を吸い込み、吸い込んだ空気を浴室１００内に吹き出す動作、吸い込んだ空気を
室外に排気する動作、吸い込んだ空気の一部を浴室１００内に吹き出し、残部を室外に排
気する動作が行われる。また、浴室換気乾燥暖房機１Ｂでは、１つのダンパモータあるい
は独立したダンパモータで、風路切替ダンパ６Ｂと攪拌風路開閉ダンパ９Ｂの開閉が連動
及び独立して行われる。浴室換気乾燥暖房機１Ｂでは、第２の吹出口２２Ｂから吹き出す
空気で、設置場所である浴室１００内の温度分布の層化を抑制する送風が行われ、送風補
助手段を構成する。
【０１３１】
　浴室換気乾燥暖房機１Ｂでは、第１の吹出口２１Ｂから吹き出される空気の風量が多く
、第２の吹出口２２Ｂから吹き出される空気の風速が速くなるように構成される。
【０１３２】
　第１の吹出口２１Ｂと連通しヒータ５が設けられる加熱空気吹出風路は、第２の吹出口
２２Ｂと連通した攪拌空気吹出風路と、仕切り部材５１Ｂにより仕切られている。
【０１３３】
　ヒータ５が駆動されて通電されると、ヒータ５が加熱されることで第１の吹出口２１Ｂ
を通る空気が加熱され、第１の吹出口２１Ｂから温風が吹き出される。これに対して、第
２の吹出口２２Ｂから吹き出された空気は、ヒータ５を通過せず、加熱が行われない。
【０１３４】
　浴室換気乾燥暖房機１Ｂは、ヒータ５の上流側にイオン発生器１０を備える。イオン発
生器１０は、風路切替ダンパ６Ｂを循環位置あるいは循環換気位置とすることで形成され
る循環風路にイオン放出面が露出する。
【０１３５】
　イオン発生器１０は、正イオンと負イオンの両方あるいは負イオンを発生する。正イオ
ンと負イオンの発生の原理は、コロナ放電により空気中の酸素ないしは水分が電離により
エネルギーを受けてイオン化し、Ｈ+（Ｈ2Ｏ）m（ｍは任意の自然数）と、Ｏ2

-（Ｈ2Ｏ）

n（ｎは任意の自然数）が主体のイオンを放出するものである。
【０１３６】
　これらＨ+（Ｈ2Ｏ）m及びＯ2

-（Ｈ2Ｏ）nは、浮遊菌の表面に付着し、化学反応して活
性種であるＨ2Ｏ2または・ＯＨを生成する。Ｈ2Ｏ2または・ＯＨは、極めて強力な活性を
示すため、これらにより、空気中の浮遊細菌を取り囲んで除去することができる。ここで
、・ＯＨは活性種の１種であり、ラジカルのＯＨを示している。
【０１３７】
　これにより、浴室換気乾燥暖房機１Ｂで循環換気ファン２Ｂの運転と連動させて略同数
の正イオンと負イオンを発生させ、略同数の正イオンと負イオンを含む空気を送風するこ
とで、循環する空気に含まれる浮遊細菌と浴室の空気中の浮遊細菌の双方を除去して、カ
ビの発生等を抑えることができる。
【０１３８】
　本体部３Ｂは、循環換気ファンケース２７Ｂを構成する本体シャーシ３０Ｂが金属ケー
ス３１Ｂで覆われる。本体部３Ｂは、樹脂材料で構成される本体シャーシ３０Ｂで循環換
気ファン２Ｂと一体に構成されたフランジ部３２Ｂが、下端の周縁から外側に突出する。
【０１３９】
　本体シャーシ３０Ｂは、金属ケース３１Ｂから露出した下面に下カバー３３Ｂが取り付
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けられる。循環換気ファン２Ｂは、循環換気吸込口２０Ｂと、第１の吹出口２１Ｂ及び第
２の吹出口２２Ｂが下カバー３３Ｂに設けられ、下カバー３３Ｂに風路形成枠体５０Ｂが
取り付けられる。
【０１４０】
　金属ケース３１Ｂは、循環換気ファン２Ｂの換気吹出口２３Ｂに対向して開口が設けら
れ、換気吹出口２３Ｂと連通した排気ダクトジョイント３４Ｂが側面に取り付けられる。
【０１４１】
　浴室換気乾燥暖房機１Ｂは、循環換気吸込口２０Ｂに温度センサ７を備え、循環換気吸
込口２０Ｂから吸い込まれる空気の温度を検出することで、浴室１００の温度が検出され
る。
【０１４２】
　浴室換気乾燥暖房機１Ｂは、本体部３Ｂの下面にフロントパネル４Ｂが取り付けられる
。フロントパネル４Ｂは、循環換気ファン２Ｂの循環換気吸込口２０Ｂに対向した下面を
開口して吸込口グリル４０Ｂが形成される。
【０１４３】
　また、フロントパネル４Ｂは、循環換気ファン２Ｂの第１の吹出口２１Ｂに対向した下
面を開口して第１の吹出口グリル４１Ｂが形成されると共に、第２の吹出口２２Ｂに対向
した下面を開口して第２の吹出口グリル４２Ｂが形成される。
【０１４４】
　第１の吹出口グリル４１Ｂは、本体部３Ｂの一の辺に沿った方向の長さを長くした長方
形の開口で構成される。また、第２の吹出口グリル４２Ｂは、第１の吹出口グリル４１Ｂ
と同様に、本体部３Ｂの一の辺に沿った方向の長さを長くした長方形の開口で構成される
。
【０１４５】
　第１の吹出口グリル４１Ｂは、長手方向に沿って空気が吹き出されるように、整流板が
設けられる。第２の吹出口グリル４２Ｂは、第１の吹出口グリル４１Ｂと並列する短手方
向に沿って、第１の吹出口グリル４１Ｂと反対側である本体部３Ｂの外側に向けて空気が
吹き出されるように、整流板４３Ｂが設けられる。
【０１４６】
＜第２の実施の形態の浴室換気乾燥暖房機の制御機能例＞
　図１０は、第２の実施の形態の浴室換気乾燥暖房機の制御機能の一例を示すブロック図
である。浴室換気乾燥暖房機１Ａは、ＣＰＵやメモリ等で構成される制御部８１Ｂに、図
７等で説明した循環換気ファンモータ２６Ｂと、風路切替ダンパ６Ｂ及び攪拌風路開閉ダ
ンパ９Ｂを駆動するダンパモータ６１Ｂと、ヒータ５と、温度センサ７と、イオン発生器
１０と、電動ルーバ２４の整流板２４ａを駆動するルーバモータ２４Ｍと、操作部８２等
が接続される。
【０１４７】
　制御部８１Ｂは制御手段の一例で、図示しないメモリ等に格納されたプログラムよって
例えば乾燥運転モード、暖房運転モード、換気運転モード及び涼風運転モードを実行する
。本例の浴室換気乾燥暖房機１Ｂでは、クリーン乾燥モードとスポット脱臭モードと機内
クリーンモードを備える。これら運転モードは、乾燥運転モードが選択されると、選択可
能に構成されていても良いし、他の運転モードとは独立して選択可能に構成されていても
良い。
【０１４８】
　これら運転モードは、入浴者等の利用者が操作部８２を操作すること等により選択され
る。制御部８１Ｂは、選択された運転モードを実行するプログラムに基づき、循環換気フ
ァンモータ２６Ｂを駆動して、循環換気ファン２Ｂのファン回転数を制御する。また、ヒ
ータ５を駆動してヒータ５の出力を制御する。更に、ダンパモータ６１Ｂを制御して風路
切替ダンパ６Ｂの開度を制御する。また、ダンパモータ６１Ｂを制御して風路切替ダンパ
６Ｂと連動あるいは独立して攪拌風路開閉ダンパ９Ｂの開度を制御する。また、イオン発
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生器１０を駆動して、イオンの発生の有無、発生量を制御する。更に、ルーバモータ２４
Ｍを駆動して、吹出口２１Ａから吹き出される空気の吹き出し方向を制御する。
【０１４９】
　浴室換気乾燥暖房機１Ｂでは、循環換気ファン２Ｂのファン回転数を制御することで、
第１の吹出口２１Ｂ及び第２の吹出口２２Ｂから吹き出される空気の風量が制御される。
また、ヒータ５の出力を制御することで、第１の吹出口２１Ｂから吹き出される空気の温
度が制御される。更に、風路切替ダンパ６Ｂの開度を制御することで、空気が吹き出され
る風路、各風路における風量が制御される。また、攪拌風路開閉ダンパ９Ｂの開度を制御
することで、第２の吹出口２２Ｂから吹き出される空気の有無、第２の吹出口２２Ｂから
吹き出される空気の風量が制御される。
【０１５０】
　浴室換気乾燥暖房機１Ｂでは、操作部８２での操作等に基づく運転モード選択情報を取
得する。浴室換気乾燥暖房機１Ａでは、取得した運転モード選択情報に基づき、第１の吹
出口２１Ｂから吹き出される空気の風量、第１の吹出口２１Ｂから吹き出される空気の温
度、イオンの放出の有無、イオンの放出量、空気の吹き出し方向等、浴室換気乾燥暖房機
１Ａの出力が制御される。また、第２の吹出口２２Ｂから吹き出される空気の有無、第２
の吹出口２２Ｂから吹き出される空気の風量が制御される。
【０１５１】
　浴室換気乾燥暖房機１Ｂでは、クリーン乾燥モード、スポット脱臭モード、あるいは機
内クリーンモードが選択されると、第１の吹出口２１Ｂからの空気の吹き出し方向と、イ
オンの放出の有無と、イオンの放出量と、循環換気ファン２Ａのファン回転数と、ヒータ
５の出力等が予め設定される。また、第２の吹出口２２Ｂからの補助風の吹き出しの有無
が設定される。さらに、浴室換気乾燥暖房機１Ａでは、温度センサ７で検出された浴室１
００の温度情報に応じて、イオンの放出量と循環換気ファン２Ａのファン回転数とヒータ
５の出力等が予め設定される。
【０１５２】
　図１１は、運転モード選択情報の他の例を示す説明図である。図１１に示す運転モード
選択情報２００Ｂでは、操作部８２で選択された選択運転モード情報２０１Ｂに応じて、
空気の吹き出し方向設定情報２０２Ｂと、イオン発生情報２０３Ｂと、循環換気ファン２
Ｂのファン回転数情報２０４Ｂと、ヒータ５の出力情報２０５Ｂと、攪拌風路開閉ダンパ
９Ｂの開度による補助風情報２０７Ｂが設定される。
【０１５３】
　通常乾燥運転モードでは、イオンの放出を行わずに浴室１００及びランドリパイプ１０
５に掛けられた衣類等の被乾燥物を乾燥させるため、空気の吹き出し方向が、吹き出し方
向設定情報２０２Ｂで「ワイド」に設定される。また、イオン発生器１０でのイオンの発
生が、イオン発生情報２０３Ｂで「無」に設定される。更に、循環換気ファン２Ｂのファ
ン回転数が、ファン回転数情報２０４Ｂで「大」に設定され、ヒータ５の出力が、出力情
報２０５Ｂで「大」に設定される。また、補助風の吹き出しが「有」に設定される。
【０１５４】
　クリーン乾燥モードでは、イオンの放出を行いながら、ランドリパイプ１０５に掛けら
れた複数の衣類全体を乾燥させるため、空気の吹き出し方向が、吹き出し方向設定情報２
０２Ｂで「ワイド」に設定される。また、イオン発生器１０でのイオンの発生が、イオン
発生情報２０３Ｂで「間欠」に設定される。更に、循環換気ファン２Ｂのファン回転数が
、ファン回転数情報２０４Ｂで「大」に設定される。また、熱によるイオンの消失を抑制
するため、ヒータ５の出力が、イオンの発生と連動させて、出力情報２０５Ｂで「大」と
「無」が繰り得される間欠運転に設定される。本例では、イオン発生器１０でイオンを発
生させるタイミングでは、ヒータ５を停止あるいは出力を低下させ、ヒータ５を駆動する
タイミングでは、イオン発生器１０でのイオンの発生を停止する。また、補助風の吹き出
しが「有」に設定される。
【０１５５】
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　スポット脱臭モードでは、ランドリパイプ１０５に掛けられた少数の衣類に対してイオ
ンによる脱臭効果を得るため、空気の吹き出し方向が、吹き出し方向設定情報２０２Ｂで
「スポット」に設定される。また、イオン発生器１０でのイオンの発生が、イオン発生情
報２０３Ｂで「有」に設定される。更に、循環換気ファン２Ｂのファン回転数が、ファン
回転数情報２０４Ｂで「大」に設定され、ヒータ５の出力が、出力情報２０５Ｂで「無」
に設定される。また、補助風の吹き出しが「無」に設定される。
【０１５６】
　機内クリーンモードでは、イオンを含む空気を浴室換気乾燥暖房機１Ｂ内で循環させて
、循環換気ファン２Ｂの洗浄を行うため、空気の吹き出し方向が、吹き出し方向設定情報
２０２Ｂで「ワイド」に設定される。また、イオン発生器１０でのイオンの発生が、イオ
ン発生情報２０３Ｂで「有」に設定される。更に、循環換気ファン２Ｂのファン回転数が
、ファン回転数情報２０４Ｂで「小」から「大」に切り替る設定とされ、ヒータ５の出力
が、出力情報２０５Ｂで「無」に設定される。また、補助風の吹き出しが「無」に設定さ
れる。なお、浴室換気乾燥暖房機１Ｂでも、スキンケアモードを備えてもよい。
【０１５７】
　＜第２の実施の形態の浴室換気乾燥暖房機の動作例＞
　図１２は、第２の実施の形態の浴室換気乾燥暖房機における浴室内の空気の流れを示す
動作説明図で、次に、各図を参照して、第２の実施の形態の浴室換気乾燥暖房機１Ｂの動
作例について説明する。
【０１５８】
　浴室換気乾燥暖房機１Ａは、乾燥運転モードが選択されると、図１１に示す運転モード
選択情報２００Ｂで、選択運転モード情報２０１Ｂに応じて、吹き出し方向設定情報２０
２Ｂに基づき設定された風向となるようにルーバモータ２４Ｍを制御し、イオン発生情報
２０３Ｂに基づきイオン発生器１０を駆動する。また、ファン回転数情報２０４Ｂに基づ
き設定されたファン回転数となるように循環換気ファンモータ２６Ｂを駆動して羽根車２
５Ｂを回転させ、出力情報２０５Ｂに基づき設定された出力となるようにヒータ５に通電
する。更に、補助風情報２０７Ｂに基づき攪拌風路開閉ダンパ９Ｂを開閉する。
【０１５９】
　通常乾燥運転モードでは、風路切替ダンパ６Ｂを図７に破線で示す循環換気位置とする
ことで、吹出風路２８Ｂでは、循環換気吸込口２０Ｂから第１の吹出口２１Ｂ及び第２の
吹出口２２Ｂへ連通した循環風路と、循環換気吸込口２０Ｂから換気吹出口２３Ｂへ連通
した換気風路の双方が形成されている。
【０１６０】
　これにより、羽根車２５Ｂが回転することで循環換気吸込口２０Ｂから吸い込まれた浴
室１００の空気ＲＡの一部は、第１の吹出口２１Ｂへと流れる。また、循環換気吸込口２
０Ｂから吸い込まれた浴室１００の空気の残部は、換気吹出口２３Ｂへと流れ、排気ダク
ト１０２を通り屋外グリル１０２ａから排気ＥＡとして屋外へ排気される。
【０１６１】
　また、通常乾燥運転モードでは、攪拌風路開閉ダンパ７Ｂが第２の吹出口２２Ｂを開い
ているので、第２の吹出口２２Ｂにも空気が流れる。第２の吹出口２２Ｂに流れる空気は
、ヒータ５を通らないので、フロントパネル４Ｂの第２の吹出口グリル４２Ｂから、室温
に応じた空気Ａが吹き出される。
【０１６２】
　通常乾燥運転モードでは、空気の吹き出し方向が、吹き出し方向設定情報２０２Ａで「
ワイド」に設定される。また、イオン発生器１０でのイオンの発生が、イオン発生情報２
０３Ａで「無」に設定される。更に、循環換気ファン２Ａのファン回転数が、ファン回転
数情報２０４Ａで「大」に設定され、ヒータ５の出力が、出力情報２０５Ａで「大」に設
定される。
【０１６３】
　これにより、通常乾燥運転モードでは、吹出口２１Ａに流れる空気は、ヒータ５によっ
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て加熱されることで、フロントパネル４Ａの吹出口グリル４１Ａから、ランドリパイプ１
０５に沿った方向に広がるように温風ＨＡが吹き出される。
【０１６４】
　浴室換気乾燥暖房機１Ｂでは、第２の吹出口グリル４２Ｂから吹き出される空気は、第
１の吹出口グリル４１Ｂに対して第２の吹出口グリル４２Ｂが設けられる側の浴室１００
の壁面１０６ａに向けられる。
【０１６５】
　第２の吹出口グリル４２Ｂから吹き出される空気は、第１の吹出口２１Ｂ及び第２の吹
出口２２Ｂの配置及び大きさの関係から、第１の吹出口グリル４１Ｂから吹き出される空
気より風速が速い。また、第２の吹出口グリル４２Ｂから吹き出される空気は、ヒータ５
を通らないので、第１の吹出口グリル４１Ｂから吹き出される空気より温度が低い。
【０１６６】
　これにより、乾燥モードでは、図１２に示すように、第２の吹出口グリル４２Ｂから吹
き出される空気Ａは、浴室１００の一方の壁面１０６ａに当てられ、矢印Ａ１で示すよう
に壁面１０６ａに沿って下方に流れる。壁面１０６ａに沿って下方に流れる空気は、矢印
Ａ２で示すように浴室１００の下層付近を、主に他方の壁面１０６ｂに向かって流れる。
【０１６７】
　浴室換気乾燥暖房機１Ｂでは、吸込口グリル４０Ｂから吸い込まれる空気ＲＡによって
、浴室１００内で空気を循環させる流れを生じさせているので、浴室１００の下層付近を
他方の壁面１０６ｂに向かって流れる空気は、矢印Ａ３で示すように壁面１０６ｂに沿っ
て上方に流れ、吸込口グリル４０Ｂから吸い込まれる。
【０１６８】
　このように、浴室換気乾燥暖房機１Ｂでは、第２の吹出口グリル４２Ｂから吹き出され
る風速の速い空気によって、浴室１００の一方の壁面１０６ａに沿って下方に向かい、浴
室１００の下層付近を他方の壁面１０６ｂに向かい、他方の壁面１０６ｂに沿って上方に
向かう空気の流れを発生させることができる。
【０１６９】
　通常乾燥運転モードでは、浴室換気乾燥暖房機１Ｂの第１の吹出口グリル４１Ｂから吹
き出される空気は、ヒータ５で加熱されて温度が上げられ、相対湿度が下げられているの
で、第２の吹出口グリル４２Ｂから吹き出される空気に比べ軽い。
【０１７０】
　このため、第１の吹出口グリル４１Ｂから吹き出される空気に比べ重い第２の吹出口グ
リル４２Ｂから吹き出される空気は、浴室１００の下層まで流れ、浴室１００内の全体に
、空気を攪拌する風の流れを生じさせることができる。
【０１７１】
　これにより、第１の吹出口グリル４１Ｂから吹き出される温風が、第１の吹出口グリル
４１Ｂの直下から離れた位置のランドリパイプ１０５に掛けられた被乾燥物付近にも、空
気の流れを生じさせることができる。
【０１７２】
　従って、浴室換気乾燥暖房機１Ｂでは、被乾燥物の水分が蒸発しやすくなり、従来とヒ
ータ５の出力を同じとすれば、乾燥時間を短縮することができ、被乾燥物の乾燥に要する
エネルギーを低減させることができる。
【０１７３】
　また、従来と乾燥時間を同じとすれば、ヒータ５の出力を低下させることができ、やは
り被乾燥物の乾燥に要するエネルギーを低減させることができる。また、浴室１００内の
空気の一部は屋外に排気されて換気が行われるので、湿気等を排出して、被乾燥物の乾燥
を促進することができる。
【０１７４】
　よって、通常乾燥運転モードでは、ランドリパイプ１０５に掛けられた衣類等の被乾燥
物に対して温風を当てて乾燥させることができると共に、浴室１００内の湿気を含む空気
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を屋外へ排気し、洗面脱衣所等の空気取り込む換気を行って、乾燥を促進することができ
る。
【０１７５】
　クリーン乾燥モードでは、空気の吹き出し方向が、吹き出し方向設定情報２０２Ｂで「
ワイド」に設定される。また、イオン発生器１０でのイオンの発生が、イオン発生情報２
０３Ｂで「間欠」に設定される。更に、循環換気ファン２Ｂのファン回転数が、ファン回
転数情報２０４Ｂで「大」に設定される。また、熱によるイオンの消失を抑制するため、
ヒータ５の出力が、出力情報２０５Ｂで「間欠」に設定される。更に、補助風の吹き出し
が「有」に設定される。
【０１７６】
　これにより、クリーン乾燥モードでは、イオンを含む非加熱の空気と温風ＨＡが、フロ
ントパネル４Ｂの第１の吹出口グリル４１Ｂから、ランドリパイプ１０５に沿った方向に
広がるように、所定の時間毎に交互に吹き出される。また、第２の吹出口グリル４２Ｂか
ら吹き出される補助風により、第１の吹出口グリル４１Ｂから吹き出される空気を浴室１
００内で広く循環させることができる。
【０１７７】
　イオン発生器１０で発生させるイオンは、熱により減少する。そこで、クリーン乾燥モ
ードでは、イオン発生時にはヒータ５の駆動を停止あるいは出力を低下させ、イオンの減
少を抑制し、かつ、イオンの発生の有無の切り替えと連動してヒータ５を駆動することで
、衣類に温風を当てられるようにする。
【０１７８】
　そして、イオンを含む空気及び温風の吹き出し方向を、ランドリパイプ１０５に沿った
方向に広げることで、ランドリパイプ１０５に掛けられた衣類を乾燥させながら、イオン
を含む空気をランドリパイプ１０５に掛けられた複数の衣類全体に当たるようにして、衣
類に付着している菌の増殖を抑制して、脱臭効果を得ることができる。
【０１７９】
　なお、浴室換気乾燥暖房機１Ｂでは、第２の吹出口グリル４２Ｂから吹き出される補助
風を用いることで、浴室１００内の空気を攪拌することができる。このため、電動ルーバ
２４を備えることなく、第２の吹出口グリル４２Ｂから吹き出される補助風の有無、風量
等で第１の吹出口グリル４１Ｂから吹き出されるイオンを含む空気の吹き出し方向を制御
することができ、イオンを含む空気を浴室１００内で広く循環させることができる。
【０１８０】
　スポット脱臭モードでは、空気の吹き出し方向が、吹き出し方向設定情報２０２Ｂで「
スポット」に設定される。また、イオン発生器１０でのイオンの発生が、イオン発生情報
２０３Ｂで「有」に設定される。更に、循環換気ファン２Ｂのファン回転数が、ファン回
転数情報２０４Ｂで「大」に設定され、ヒータ５の出力が、出力情報２０５Ｂで「無」に
設定される。更に、補助風の吹き出しが「無」に設定される。
【０１８１】
　これにより、スポット脱臭モードでは、イオンを含む非加熱の空気Ａが、フロントパネ
ル４Ｂの第１の吹出口グリル４１Ｂから、ランドリパイプ１０５に沿った特定の方向に集
中して吹き出される。よって、スポット脱臭モードでは、ランドリパイプ１０５に掛けら
れた少数の衣類に対してイオンを含む空気を集中して当てることができ、イオンによる脱
臭効果を得る。
【０１８２】
　機内クリーンモードでは、空気の吹き出し方向が、吹き出し方向設定情報２０２Ｂで「
ワイド」に設定される。また、イオン発生器１０でのイオンの発生が、イオン発生情報２
０３Ｂで「有」に設定される。更に、循環換気ファン２Ｂのファン回転数が、ファン回転
数情報２０４Ｂで「小」から「大」に切り替る設定とされ、ヒータ５の出力が、出力情報
２０５Ｂで「無」に設定される。更に、補助風の吹き出しが「無」に設定される。
【０１８３】
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　機内クリーンモードでは、空気の吹き出し方向を広げながら、風量を抑えて運転を開始
することで、フロントパネル４Ｂの第１の吹出口グリル４１Ｂから吹き出された空気が浴
室１００内で大きく循環せずに吸込口グリル４０Ｂから直接的に吸い込まれるショートサ
ーキット称す状態を発生させることができる。
【０１８４】
　これにより、イオンを含む空気Ａを循環換気ファン２Ｂで吸い込んで、羽根車２５Ｂ等
に付着している埃をイオンで除電することができる。そして、ファン回転数を上げること
で埃を剥離させ、風路切替ダンパ６Ｂが循環換気位置にあるので、埃を屋外に排気するこ
とができる。なお、機内クリーンモードでは、フロントパネル４Ｂの第１の吹出口グリル
４１Ｂから吹き出される空気の向きを、吸込口グリル４０Ｂ側に向くように、電動ルーバ
２４が制御されるようにしても良い。
【０１８５】
　浴室換気乾燥暖房機１Ｂで実行される他の運転モードとしては、暖房運転モードでは、
風路切替ダンパ６Ｂを図７に実線で示す循環位置にし、循環換気ファンモータ２６Ｂを駆
動して羽根車２５Ｂを回転させると共に、ヒータ５に通電する。
【０１８６】
　暖房運転モードでは、風路切替ダンパ６Ｂが循環位置にあるので、循環換気吸込口２０
Ｂから吸い込まれた浴室１００の空気の略全量が、第１の吹出口２１Ｂへと流れる。暖房
運転モードでは、第１の吹出口２１Ｂに流れる空気は、ヒータ５によって加熱されること
で、フロントパネル４Ｂの第１の吹出口グリル４１Ｂから温風が吹き出される。
【０１８７】
　これにより、暖房運転モードでは、浴室１００内の温度を入浴に適した温度に上昇させ
ることができ、快適な入浴環境を提供できる。また、暖房運転モードでは、第２の吹出口
２２Ｂを閉じることで、ヒータ５で温度が上げられていない空気が吹き出されて入浴者に
当たることが防止され、入浴者が寒さを感じることを抑えることができる。
【０１８８】
　浴室換気乾燥暖房機１Ｂは、循環換気運転モードでは、風路切替ダンパ６Ｂを図７に破
線で示す循環換気位置にし、攪拌風路開閉ダンパ９Ｂを破線で示す開位置にし、ヒータ５
を非駆動として、循環換気ファンモータ２６Ｂを駆動して羽根車２５Ｂを回転させる。
【０１８９】
　循環換気運転モードでは、風路切替ダンパ６Ｂが循環換気位置にあるので、循環換気吸
込口２０Ｂから吸い込まれた浴室１００の空気の一部は、第１の吹出口２１Ｂ及び第２の
吹出口２２Ｂへと流れる。また、循環換気吸込口２０Ｂから吸い込まれた浴室１００の空
気の残部は、換気吹出口２３Ｂへと流れて屋外へ排気される。
【０１９０】
　循環換気運転モードでは、第１の吹出口２１Ｂに流れる空気は、ヒータ５が非駆動であ
るので、フロントパネル４Ｂの第１の吹出口グリル４１Ｂから、室温に応じた空気が吹き
出される。
【０１９１】
　また、循環換気運転モードでは、攪拌風路開閉ダンパ９Ｂが第２の吹出口２２Ｂを開い
ているので、第２の吹出口２２Ｂにも空気が流れる。第２の吹出口２２Ｂに流れる空気は
、ヒータ５を通らないので、フロントパネル４Ｂの第２の吹出口グリル４２Ｂから、室温
に応じた空気が吹き出される。
【０１９２】
　浴室換気乾燥暖房機１Ｂでは、循環換気運転モードでも、第２の吹出口グリル４２Ｂか
ら吹き出される風速の速い空気によって、浴室１００の一方の壁面１０６ａに沿って下方
に向かい、浴室１００の下層付近を他方の壁面１０６ｂに向かい、他方の壁面１０６ｂに
沿って上方に向かう空気の流れを発生させることができる。
【０１９３】
　これにより、循環換気運転モードでも、浴室１００内の全体に、空気を攪拌する風の流
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れを生じさせることができ、浴室１００内で、第１の吹出口グリル４１Ｂから吹き出され
る空気が直接は当たりにくいような場所でも、空気の流れを生じさせることができる。
【０１９４】
　従って、浴室１００の各壁面、床面等の乾燥時間を短縮することができる。また、浴室
１００内の空気の一部は屋外に排気されて換気が行われるので、湿気等を排出して、浴室
１００の各壁面、床面等の乾燥を促進することができる。
【０１９５】
　換気運転モードでは、風路切替ダンパ６Ｂを図７に一点鎖線で示す換気位置にし、攪拌
風路開閉ダンパ９Ｂを実線で示す閉位置にし、ヒータ５非駆動として、循環換気ファンモ
ータ２６Ｂを駆動して羽根車２５Ｂを回転させる。
【０１９６】
　浴室換気乾燥暖房機１Ｂでは、羽根車２５Ｂが回転することで、フロントパネル４Ｂの
吸込口グリル４０Ｂから、浴室１００内の空気が循環換気吸込口２０Ｂに吸い込まれる。
【０１９７】
　換気運転モードでは、風路切替ダンパ６Ｂが換気位置にあるので、循環換気吸込口２０
Ｂから吸い込まれた浴室１００の空気の略全量が換気吹出口２３Ｂへと流れ、屋外へ排気
される。従って、換気運転モードでは、浴室１００内の湯気や湿気を排出して結露等を抑
制し、カビの発生を抑えることができる。
【０１９８】
　浴室換気乾燥暖房機１Ｂでは、２４時間換気運転モードを備える。２４時間換気運転モ
ードは、浴室換気乾燥暖房機１Ｂが設置された建物内の空気を、所定時間で換気できる風
量で上述した換気モードが常時実行される。従って、２４時間換気運転モードでは、室内
の空気を新鮮な空気に入れ替えることができる。
【０１９９】
　なお、浴室換気乾燥暖房機１Ｂでも、選択される運転モード、運転時間、浴室１００の
温度情報等に基づき、イオン発生量を切り替えられるようにしても良い。具体的には、ク
リーン乾燥モードにおいて、温度センサ７で検出された温度が所定温度（閾値）を超えた
ら、ヒータ５の駆動を停止あるいは出力を低下させるとともに、イオン発生器１０でイオ
ンを発生させ、浴室内にイオンを含む風を送る。また、所定温度以下となるとヒータ５を
駆動させるとともに、イオン発生器１０からのイオン発生を停止させ、浴室内に温風を送
ることで、熱によるイオンの消失を抑制できる。なお、ヒータ５を非駆動とし、イオンを
含む風を浴室内に送る際には、第２の吹出口グリル４２Ｂから浴室へ送る空気の量を増や
すよう、風路切替ダンパ６Ｂ及び攪拌風路開閉ダンパ９Ｂの開度を制御しても良い。
【０２００】
　＜浴室換気乾燥暖房機の変形例＞
　上述したように、運転モードに応じてイオンを含む空気の吹き出し方向が設定される。
そこで、ユーザに運転モードに応じた空気の吹き出し方向を通知し、ユーザによる判断で
空気の吹き出し方向を変更できるようにしてもよい。図１３は、吹出方向変更部材の一例
を示す説明図である。図１で説明した浴室換気乾燥暖房機１Ａの吹出口２１Ａ、あるいは
、図７で説明した浴室換気乾燥暖房機１Ｂの第１の吹出口２１Ｂに着脱可能な吹出方向変
更部材２４Ｂを備える。図１３（ａ）に示す吹出方向変更部材２４Ｂ1は、スポット脱臭
モードのように、空気の吹き出し方向を特定の方向に集中させる際に用いる。図１３（ｂ
）に示す吹出方向変更部材２４Ｂ2は、機内クリーンモードのように、空気の吹き出し方
向を特定の方向に向ける際に用いる。吹出方向変更部材は、フロントパネルの吹出口グリ
ルに、手動の操作で風向を切り替えられる構成を設けても良い。
【０２０１】
　また、機内クリーンモードは、ユーザ操作によらず、各運転モードでの運転時間等、フ
ァンの使用頻度に基づき運転を開始するようにしてもよい。また、クリーン乾燥モード、
スポット脱臭モード及び機内クリーンモードにおいて、イオン発生量を状態に応じて切り
替えてもよいし、ユーザが切り替えられるようにしてもよい。
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【０２０２】
　また、各実施の形態でイオン放出時にはヒータ５を停止または出力を低下させることと
したが、ヒータ出力を低下させないでイオンを放出しても良い。
【０２０３】
　図１４は、電動ルーバの変形例を示す斜視図である。電動ルーバ２４Ｃは、風路形成体
２４ｄと、整流板２４ｅを備える。風路形成体２４ｄは、短手方向に対向する２面に例え
ば長方形状の第１の開口部２４ｆと第２の開口部２４ｇを備え、第１の開口部２４ｆと第
２の開口部２４ｇの間が連通して例えば直方体状の風路２４ｈが形成される。
【０２０４】
　整流板２４ｅは、風路形成体２４ｄの風路２４ｈ中に取り付けられる。電動ルーバ２４
Ｃは、本例では例えば６枚の整流板２４ｅを備え、隣接する３枚の整流板２４ｅを備えた
一方の整流板群２４Ｌは、風路形成体２４ｄの向きを第１の開口部２４ｆが下を向く方向
とした場合に、下端が外側を向く方向に傾斜して、風路形成体２４ｄに固定される。また
、他の隣接する３枚の整流板２４ｅを備えた他方の整流板群２４Ｒは、一方の整流板群２
４Ｒと反対の向きの傾斜を有し、第１の開口部２４ｆを下向きとした場合に、下端が外側
を向く方向に傾斜して、風路形成体２４ｄに固定される。
【０２０５】
　電動ルーバ２４Ｃは、風路形成体２４ｄの長手方向の両端部に軸部２４ｉを備える。電
動ルーバ２４Ｃは、風路形成体２４ｄの軸部２４ｉが、図１に示す吹出口２１Ａあるいは
図７に示す第１の吹出口２１Ｂの長手方向の両側部に形成した図示しない軸受部に回転自
在に支持される。
【０２０６】
　電動ルーバ２４は、軸部２４ｉに図４あるいは図１０に示すルーバモータ２４Ｍが接続
される。ルーバモータ２４Ｍは、回転角度を認識して所定の向きで停止できるように、例
えばステッピングモータで構成される。
【０２０７】
　電動ルーバ２４は、ルーバモータ２４Ｍによって風路形成体２４ｄが軸部２４ｉを支点
として回転し、風路形成体２４ｄの向きに応じて整流板２４ｅの向きが切り替えらえる。
【０２０８】
　図１５は、電動ルーバの動作例を示す説明図である。電動ルーバ２４Ｃにおいて、図１
５（ａ）に示すように第１の開口部２４ｆを下向きとした状態では、一方の整流板群２４
Ｌは、下端が外側を向く方向に傾斜する。また、他方の整流板群２４Ｒは、一方の整流板
群２４Ｌと反対の向きに傾斜して、下端が外側を向く。
【０２０９】
　これにより、吹出口２１Ａあるいは第１の吹出口２１Ｂから吹き出される空気は、整流
板２４ｅの傾斜の方向に従って流れることで、風向が広がる。従って、広い範囲に空気が
吹き出される。
【０２１０】
　図１５（ａ）に示す状態から、ルーバモータ２４Ｍによって風路形成体２４ｄを軸２４
ｉを支点に１８０度回転させて、図１５（ｂ）に示すように、第２の開口部２４ｇが下向
きとすると、一方の整流板群２４Ｌは、下端が内側を向く方向に傾斜する。また、他方の
整流板群２４Ｒは、一方の整流板群２４Ｌと反対の向きに傾斜して、下端が内側を向く。
【０２１１】
　これにより、吹出口２１Ａあるいは第１の吹出口２１Ｂから吹き出される空気は、整流
板２４ｅの傾斜の方向に従って流れることで、風向が狭まる。従って、狭い範囲に空気が
吹き出される。
【０２１２】
　また、図１５（ｃ）に示すように、ルーバモータ２４Ｍによって風路形成体２４ｄを軸
部２４ｉを支点に任意の向きに回転させることで、空気の吹き出し方向が切り替えられ、
風路形成体２４ｄを軸部２４ｉを支点に左右に揺動させることで、任意の範囲を往復させ
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て空気が吹き出される。
【０２１３】
　例えば、第１の開口部２４ｆを下向きとした状態で、風路形成体２４ｄを軸部２４ｉを
支点に任意の向きに回転させると、吹き出し方向を広げながら、特定の方向に空気を吹き
出すことができ、風路形成体２４ｄを揺動させると、吹き出し方向を広げながら、任意の
範囲を往復させて空気を吹き出すことができる。
【０２１４】
　また、第２の開口部２４ｇを下向きとした状態で、風路形成体２４ｄを軸部２４ｉを支
点に任意の向きに回転させると、吹き出し方向を集中させながら、特定の方向に空気を吹
き出すことができ、風路形成体２４ｄを揺動させると、吹き出し方向を集中させながら、
任意の範囲を往復させて空気を吹き出すことができる。
【０２１５】
　本例では、個々の整流板２４ｅの角度を変えることなく、風路形成体２４ｄの回転動作
で空気の吹き出す方向を切り換えて、風の広がる範囲を切り換えることができる。これに
より、個々の整流板２４ｅを動作させるための機構は不要であり、簡単な構成で空気の吹
き出される向きを切り換えることができる。
【０２１６】
　図１６は、電動ルーバの配置例を示す説明図である。図１６（ａ）では、吹出口２１Ａ
の長手方向が図３に示すランドリパイプ１０５に対して直交する方向に沿った配置を例に
示す。図１６（ａ）に示す吹出口２１Ａの向きで、吹出口２１Ａに電動ルーバ２４Ｃが取
り付けられると、軸部２４ｉの向きがランドリパイプ１０５に対して直交する方向となる
。
【０２１７】
　これにより、電動ルーバ２４Ｃを図１５（ａ）に示す向きにすると、ランドリパイプ１
０５に対して直交する方向に空気の吹き出し方向が広げられる。また、電動ルーバ２４Ｃ
を図１５（ｂ）に示す向きにすると、特定の方向に集中して空気が吹き出される。更に、
電動ルーバ２４Ｃを図１５（ｃ）に示すように軸部２４ｉを支点に任意の向きに回転させ
ると、ランドリパイプ１０５に沿った任意の向きに空気の吹き出し方向が切り替えられ、
電動ルーバ２４Ｃを軸部２４ｉを支点に揺動させると、ランドリパイプ１０５に沿った任
意の範囲を往復させて空気が吹き出される。
【０２１８】
　例えば、第２の開口部２４ｇを下向きとした状態で、風路形成体２４ｄを軸部２４ｉを
支点に循環換気吸込口２０Ａの向きに回転させると、吹き出し方向を集中させながら、循
環換気吸込口２０Ａの方向に空気を吹き出すことができ、ショートサーキットが発生しや
すい状態を作り出すことができる。よって、機内クリーンモードに適した風向とすること
ができる。
【０２１９】
　また、第２の開口部２４ｇを下向きとした状態で、風路形成体２４ｄを軸部２４ｉを支
点にランドリパイプ１０５に掛けられた特定の衣類の向きに回転させると、吹き出し方向
を集中させながら、特定の衣類に向けて空気を吹き出すことができ、スポット脱臭モード
に適した風向とすることができる。更に、第２の開口部２４ｇを下向きとした状態で、風
路形成体２４ｄを軸部２４ｉを支点に入浴者の顔の向きに回転させると、吹き出し方向を
集中させながら、入浴者の顔に向けて空気を吹き出すことができ、フェイスケアモードに
適した風向とすることができる。
【０２２０】
　図１６（ｂ）では、吹出口２１Ａの長手方向が図３に示すランドリパイプ１０５に沿っ
た配置を例に示す。図１６（ｂ）に示す吹出口２１Ａの向きで、吹出口２１Ａに電動ルー
バ２４Ｃが取り付けられると、軸部２４ｉの向きがランドリパイプ１０５に対して沿った
方向となる。
【０２２１】
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　これにより、電動ルーバ２４Ｃを図１５（ａ）に示す向きにすると、ランドリパイプ１
０５に沿った方向に空気の吹き出し方向が広げられる。また、電動ルーバ２４Ｃを図１５
（ｂ）に示す向きにすると、ランドリパイプの特定の方向に空気が吹き出される。更に、
電動ルーバ２４Ｃを図１５（ｃ）に示すように軸部２４ｉを支点に任意の向きに回転させ
ると、ランドリパイプ１０５に直交した任意の向きに空気の吹き出し方向が切り替えられ
、電動ルーバ２４Ｃを軸部２４ｉを支点に揺動させると、ランドリパイプ１０５に直交し
た任意の範囲を往復させて空気が吹き出される。
【０２２２】
　例えば、第１の開口部２４ｆを下向きとした状態で、風路形成体２４ｄを軸部２４ｉを
支点にランドリパイプ１０５の向きに回転させると、ランドリパイプ１０５の配置に合わ
せて、ランドリパイプに沿って空気の吹き出し方向を広げることができ、クリーン乾燥モ
ードに適した風向とすることができる。また、第１の開口部２４ｆを下向きとした状態で
、風路形成体２４ｄを軸部２４ｉを支点に洗い場１０４側の向きに回転させると、洗い場
１０４に居る入浴者に向けて空気の吹き出し方向を広げることができ、ボディケアモード
に適した風向とすることができる。更に、第２の開口部２４ｇを下向きとした状態で、風
路形成体２４ｄを軸部２４ｉを支点に浴槽１０３側の向きに回転させると、浴槽１０３に
入っている入浴者の顔に向けて空気の吹き出し方向を広げることができ、フェイスケアモ
ードに適した風向とすることができる。
【産業上の利用可能性】
【０２２３】
　本発明は、ヒータ等のイオン発生器等の空気清浄手段を備えた装置に適用される。
【符号の説明】
【０２２４】
　１Ａ,１Ｂ・・・浴室換気乾燥暖房機、２Ａ,２Ｂ・・・循環換気ファン、２６Ａ,２６
Ｂ・・・循環換気ファンモータ、５・・・ヒータ、７・・・温度センサ、１０・・・イオ
ン発生器、２４・・・電動ルーバ、８１Ａ、８１Ｂ・・・制御部、１００・・・浴室
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